
 

 

 OTC の葛根湯や麻黄湯のパッケージには、「かぜの

ひき初めに」あるいは「かぜの初期症状に」とのキャ

ッチコピーが記載されていますが、その使い分けはど

うするのでしょうか。 

かぜのひきはじめに、“熱があるのに、なぜか寒気が

する”ことがよくあり、ついつい熱があるからといっ

て解熱剤を使いがちですが、実は漢方では逆に「カラ

ダを温める漢方薬」を使って治すことが殆どです。漢

方では、寒気があるのは“カラダが温めたいと欲して

いるサイン”だと考え、そのため昔から、かぜなどの

ひきはじめで寒気のあるときは、熱があったとしても

カラダの表面を温める漢方薬を使い、発汗を促す方法

をとってきました。そうすることで、自分自身の自然

治癒力を手助けし、カラダの中に入ったウイルスや細

菌が増えるのを抑え、かぜを治してきたのです。この

体温上昇は、麻黄の主成分であるエフェドリンが交感

神経に作用することで生じます。 

麻黄湯と葛根湯の大きな違いは「温める力の強さ 

です。葛根湯には、麻黄湯と同じ、桂皮、麻黄、甘草の

他に、生姜、葛根、芍薬、大棗の４つの生薬が加わり、

計７つの生薬が配合されている漢方薬です。体を温める

作用のある生薬が揃えられている麻黄湯と違い、葛根湯

には体を冷ます作用のある生薬も配合されており（麻黄

湯と桂枝湯の両方の成分が入っている）守備範囲は広い

が、その分麻黄湯に比べると体の表面を温める力が少し

弱くなっていると言われます。そこで麻黄湯は葛根湯に

比べて、温める力が強いため、熱でゾクゾクする寒気が

強い症状が出ている場合に服用すると良いと言われて

おり、普段のかぜのように寒気が強くない時は、一般的

に使い勝手の良い葛根湯がよく使われます。 

しかし、熱が出ているのに寒気が強くガタガタ震える、

咳が止まらず、さらに手足の関節など節々が痛むなどの

症状には、温める力の強い麻黄湯の方がよいと言われて

います。 

服薬のポイントは、添付文書にも記載してあるよう

に“汗をかいていない”こともとても重要です。カラ

ダを温め、発汗させることが目的の漢方薬ですので、

服薬して発汗したら、回復 

のサインです。服薬をやめて、ゆっくり安静にして完

全回復を待ちましょう。すでに発汗している場合は、

不向きで、38℃以上の高熱が出ている場合は特に麻黄

湯は使用すべきでないと言われています。 
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 ＜ お役立ち情報 ＞      「かぜのひき初め」は葛根湯、麻黄湯・・・使い分けをどうする？ 


